
授業科目名 日本語教育実習 単位数 1単位

担当教員名
遠藤みどり・奥元さえ美・中野二
郎・山本晃彦

担当形態 オムニバス

実務内容
（実務家教員の場合）

授業の概要

テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

『みんなの日本語初級Ⅰ』『みんなの日本語初級Ⅱ』第2版　翻訳・文法解説　英語版
※各国版がありますので（中国語版、ベトナム語版、インドネシア語版等）、各自で必要なものを確認してください

4日間のスクーリングの取り組みを総合して判断する。（教案作成、授業計画、準備・模擬授業）評価50％　（教壇実習）評
価50％

「学位授与の方針」との関係

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門
知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

・四技能（聞く・話す・読む・書く）が可能な授業を行うことができる。

・学習者に合ったコースデザイン、カリキュラムを組むことができる。
・外国人児童・生徒の文化的背景を理解し、異文化を認め柔軟な指導ができるようになる。
・教材分析、授業分析、シラバス・コースデザインなど実際に日本語教育業界で就職した際に必要なスキル、他者と協力す
る力、チームティーチングが学べる。
・初級の教授法、指導法の知識を修得し、教案作成ができるようになる。
・模擬授業を通し、自分自身の授業を確立できるようになる。
・実践的な授業を中心に、コース修了後、教育現場で自信を持って授業ができるような授業力を身につける。

「日本語教授法」「日本語教育演習Ⅰ」「日本語教育演習Ⅱ」で学修してきた教案を完成させ、1 課すべての教案が作成で
き、教壇に立ち、授業が行える授業力をつけることに重きを置く。
模擬授業とフィードバックを繰り返し行い、実習生同士のディスカッション等によって自分自身の授業のブラッシュアップ
を目指す。
※この科目は実践演習の繰り返しが中心となるので1 日目までに指定された課の教案を仕上げておく必要がある。

【スクーリング1日目】
第1回：オリエンテーション・実習の進め方（日本語学校の状況、日本語の学習とは、日本語教師の資質とは、日本語教育の情
位的側面、異文化受容・適応、今後の日本語教育業界の見通し）
第2回：各グループに分かれて教案のすり合わせ（日本語教育プログラムの理解と実践、目的・対象別日本語教育法）
第3回：各グループでプチ模擬授業の実施
第4回：教員からのフィードバック
（学習ストラテジー、教室・言語環境の設定、日本語の文法体系、日本語の意味体系、意味確認、日本語分析）
第5回：各自、教案修正（コースデザイン見直し、教授法の確認、日本語分析の確認、教案分析・教材準備・教材研究）

【スクーリング2日目】
第6回：各グループに分かれて教案、教材の修正　授業計画の見直し
第7回：各グループで授業の実施
第8回：各グループ全体の前で模擬授業
第9回：教員からのフィードバック・他のチームの授業分析とディスカッション
各自、教案修正（模擬授業に向けて教案、授業の最終調整）

【スクーリング3日目】
第10回：模擬授業（教育実習のリハーサル）教師役、学生役に分かれ、他のチームの模擬授業の分析
第11回：教員からのフィードバック、各自で教案修正
第12回：各チームで模擬授業の振り返り
第13回：教壇実習へ向けての注意事項、当日の予定の連絡

【スクーリング4日目】

第14回：教壇実習
第15回：実習後、留学生との交流会で異文化交流の体験（コミュニケーション教育、日本語語用論的運用力）
教員からのフィードバック（評価法確認、中間言語分析、授業分析（対人関係能力、受容・理解能力、言語運用能力、社会文
化能力、異文化調整能力等の視点から））

※1日目から実践的な授業になるので、1日目までに教案・教材を準備し整えておく必要がある
※「日本語授業実践演習」までに教壇実習を振り返り、教案を完成版に修正すること
※模擬授業後に教案を推敲するため、自宅等での事後学修が必要となる

授業計画

スクーリングでの学修

第1日目：模擬授業一回目・フィードバック
第2日目：模擬授業二回目・フィードバック
第3日目：模擬授業（教壇実習リハーサル）・フィードバック
第4日目：教壇実習
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